

外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	



平成29年2月27日（月）　　　司会：藤田　孝子　記録：赤坂　真吾

	小川
	菅原
	小嶋
	慶長
	服部
	戸賀沢
	工藤
	藤田
	斎藤
	馬場
	田中

	業務
	業務
	○
	業務
	○
	欠勤
	業務
	○
	業務
	業務
	○

	佐々木
	赤坂
	小笠原
	岩澤
	名久井
	白石
	森
	
	
	
	

	欠勤
	○
	年休
	○
	○
	○
	○
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・第5回法人研修について

日時：平成29年3月7日(火)　8日（水）　17:30～
場所： メンタルケア病棟四階　メモリアルホール
テーマ：「糖尿病の治療法と対応薬について」
講師：MSD株式会社　糖尿病領域専任者　宇野様

・第8回院内研修について、出欠結果がWIZに掲示されていますので各自確認すること。

＜グループホーム利用者様情報＞
・2/26（日）グループホーム行事にてスシローでの食事を行なっている。
　参加者：船場幸子様、繁名和恵様、関秀治様、下妻康貴様、村上元道様
・冨田　紀子　様～2/26（日）自己検温にて37.4℃の発熱あったとのこと。今朝には36℃台に解熱している。その他の症状なく、休んだら良くなったと話している。
　　　　　　　　　先週、「傘を買いに行くから」との理由で、デイケアを欠席しているが再度同様の理由で欠席したいとの訴えあり。傘の購入について尋ねると「傘は必ず必要だから」と話していたとのこと。以前、入院の際にハンドクリームを買い集めていた経緯があり、精神状態変化の前兆の可能性もあるため様子をみていく。

・関　秀治　　様～爪に絆創膏を巻いていることあり。理由については「爪が割れたところがセーターに引っかかるから」とのこと。ハンドクリームや洗い物の際など手袋の使用を促していく。
・中村　茂　　様～特定相談の移山寮三浦氏より、移山寮グループホームに空きが出るため、見学が可能になったと連絡あり。ご家族（妹）、本人へ伝えたところ見学の希望あり。3/1（水）ご家族（妹）、世話人付き添いにて見学へ行く予定としている。以前、冷蔵庫から食べ物がなくなった経緯から、冷蔵庫を自室へ移動しているが自室内の冷蔵庫からヨーグルトが無くなったと訴えあり。自室内の冷蔵庫から他者が持って行く可能性は低いと考えられるが、事実確認が出来ないため本人の訴えは受容し世話人も気を付けてみていくことを伝えているとのこと。
・藤村　翔　　様～2/23（木）朝、世話人より、3/1～外部の配食サービスに切り替わる説明を対象となる複数名の方に行っている。その際に世話人の説明に何度も割って入り、説明が進まない状況みられている。坂本秀男様に「最後まで聞きなさい」と言われ、その後は聞くことが出来ていた。デイケアより、同日13:00～14:00の間、怒り口調での独語があったことを情報提供している。「疲れるまで歩けと聴こえる」とのこと。幻聴であることは自覚出来ていると話している。
・坂本　秀男　様～上記状況に対し、藤村様に「最後まで聞きなさい」と注意している。普段は他者の行動に対し、自身から声を掛けることはないため珍しい行動だったとのこと。その後は特に変化なく経過している。
・田名部　浩平様～3/3（金）～うみねこ幸房利用予定となっている。
・若松　邦夫　様～2/23（木）不調を訴え、青南病院臨時受診している。湊病院への転院を希望しているが、受け入れ側のこともあり難しいとのこと。その後､自宅へ外泊している。3/3（金）両親、青明舎森氏、グループホーム世話人にて面談を実施予定としている。
＜青明舎利用者様情報＞
・植村　廣隆　様～青明舎来所している。はくじゅで就労をしていたが、現在は日赤から止められて休職中と話している。自宅での過ごし方を尋ねると、音楽が好きで音楽鑑賞しているとのこと。青明舎での過ごし方について、好きな物を持って来て良いことを伝えるも「犬がいるから」と話して犬と過ごしている。ナイトケアでの過ごし方について、2／21より利用開始となり､初日は慶長JGMへ冗談を話すなどして過ごしていたが、翌日より体調不良（発熱、風邪症状）を訴え、先週の利用は1日にとどまっていることを情報提供している。
・高柳　和子　様～2/22（水）定期訪問実施している。体調は変わりなく、寂しい感じはあると話している。食事、睡眠、服薬は問題ないとのこと。気持ちが沈んで頓服薬を服用すると頭痛がする。排尿後はすっきりするとのこと。青南病院受診時に医師へ相談するように助言している。2/23（木）電話連絡あり「福祉給付金の書類について、書き方が分からない」と相談あり。記入の仕方を教えると安心している。2/25（土）下腹部に違和感があると相談あり。婦人科の病気を心配している。婦人科の受診を助言している。
・我満　奈津紀様～2/22（水）望様と青明舎来所している。「実家への娘の引っ越しが無くなり落ち込んでいる。」「1ヶ月4万円以内で娘と猫と住めるアパートを探す。」といった話をしている。今後、望様と一緒に住んでも食事、洗濯など生活は別々に行い望様が自立できるようにしていきたいとのこと。2/25（土）定期訪問実施。「今後、2人の年金で生活していくと生活保護を止められるかもしれない。そうなると医療費が支払えなくなる」と今後の不安を話している。訪問中にご家族（弟）から電話連絡あり、アパートの保証人になることは拒否しないが、今後のことを考えると猫を手放し現在の団地で生活するのがいいのではないかと言われている。本人は猫は精神の安定のためにも必要と考えており、「生活の援助は受けていないのに父も弟もなぜやる前から出来ないと決めつけて話すのか」と不満を話している。2/26（日）「死んでもいいか」と電話連絡あり、否定ばかりされて疲れたとのこと。ご家族としっかり話し合い、引越しや猫を必要と考える理由など自分の思いを伝えることを助言している。言葉ではうまく伝えられないとのことで本日、ご家族へ見せる手紙を書いて持って来ている。
・我満　望　　様～経過は上記とほぼ同様。2/25（土）叔父から電話連絡があった際に興奮する様子みられている。叔父に対し「会いたくない。何も分かってくれない」と話している。現在は母と同じ部屋で眠っているが自分は暗くしたいが、母は明るくして眠りたいのでストレスを感じるとのこと。今後についてはデイケアには否定的な発言あるため、就労施設など日中活動できる場を視野に入れて援助していく予定。
・藤村　翔　　様～2/24（金）小遣い帳の確認をしている。嗜好品、菓子類を多く購入している。夜に空腹を感じるとのことでから揚げを購入していることあり。夕食を多めにすることを話すと「ご飯は200gに決めている」と話している。次回は5,000円足してもらうとのこと。
・田中　一　　様～2/25（土）青明舎来所している。「3日眠れなくて、3日眠れた」と睡眠について話している。「デイナイトで逆セクハラを受けている。」グループホーム内で他者が「トイレを汚すのが気になる」など他者への不満について多弁ぎみに話している。デイケアより、医師、PSWへも情報提供し3月にうみねこ幸房体験予定としていること、それに伴う不安から多弁さや精神状態に変化がでてくる可能性あることを情報提供している。
・前野　義勝　様～2/26（日）定期訪問実施。部屋は片付いているが、テーブルの上に軟膏類が散らかっている。うみねこ幸房は休まずに行けていると話している。右下肢全体に痛みあり、整形受診し治療を続けているとのこと。余暇については「ギター教室に行っている。近いから徒歩で行っている」と話している。ナイトケアより2/24（金）腰痛を訴え欠席している。年間を通して利用が減少してきていることを情報提供している。
＜利用者様情報＞

デイケア

・我満　奈津紀様～相談があるとのことでスタッフに声を掛けている。兄弟と父に宛てた手紙を見せており、その経緯について説明をしている。娘様（望様）が実家に戻る予定であったが引っ越しがなくなったことや、父様が娘様を心配していないことを感情的に話しており、一時的に怒りの感情を見せている。今後は、娘様の自立のためにも青明舎と話し合いを重ねることや引っ越しについて考えているとのこと。色々考えて死にたい気持ちも出てきたが、言葉にすることでストレスが発散できた感じがあると話している。自分のストレス発散や娘様の自立を促すためにも、自身はデイケアに定期的に通所することが大切なのではと提案をすると「そうですね」と話している。

デイナイトケア
・奥山　以依子様～青風荘より左眼球に充血あると情報提供あり。デイナイトケア利用時、本人へ尋ねると痛みなどなく変わりないとのこと。
・倉石　ヨシエ様～青風荘より排便3日ないとの情報提供あり。デイナイトケア利用時、午前中にトイレへ篭ることあり。「少し出た」と話している。
ナイトケア

・下妻　康貴　様～前回来所時、仕事の状況についての質問に対し、大きな問題なく仕事ができたとのこと。気になることや問題が生じた際には、無理せず相談するよう促すと「また何かあったら相談するね」と表情良く話している。

＜外来情報＞

・千葉　輝夫　様～最近1人で出来ないことが増えてきており、主治医から本人が出来ることが限られてきていると息子様へ説明がある。息子様より「もうちょっと頑張っていきたい」とのみ返答がある。

・田中　一　様　～3月頃よりうみねこ幸房を利用したいとの希望があり、主治医より許可が出ている。現在うみねこ幸房を利用している他者のことが苦手と一方的に気にしている様子があり、気にしないようにと説明されている。今後の利用日については、うみねこ幸房は火曜と木曜に通いたいとのことだが、青陽館スタッフと検討していくこととしている。
・田名部　浩平様～特に変わりなく、調子はいいとのこと。

・若松　健一　様～特に変わりなく、腕立て伏せを続けているとのこと。

